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障害者自立支援法時代における精神障害者セルフヘルプ・グループの地域活動
～機関誌「すみれ会便り」から探る「すみれ会」小誌?2002-2006>～
看護学部 守 村 洋
抄録：長い間，差別や偏見の対象とされてきた精神障害者は，精神に障害を抱える仲間達とセルフヘルプ・
グループを結成させ，自らの力で地域活動を獲得し展開してきた．ところが昨今の精神保健福祉施策の流
れによる障害者自立支援法の成立・施行により，その地域活動への縛りが生じるようになった．本研究で
は障害者自立支援法下における時代に，地域活動を展開する精神障害者セルフヘルプ・グループのあり方
を探求することを目的とする．研究方法は「すみれ会便り」の内容分析を主とし，一部フィールドワーク
によるエスノグラフィーを用いる．機関誌「すみれ会便り」から，各年度の主な活動をまとめ，掲載され
ている彼らの言葉を抽出する．抽出する内容は，①精神保健福祉に関する制度の変遷に関すること，②精
神障害を抱えながら地域で生きていくこと，③「すみれ会」の活動に関すること，の３点とした．年度毎
に描き出された項目を結果として，次の考察を導き出した．地域活動を展開する精神障害者セルフヘルプ・
グループは，①権利を求め続け，②見えない欠格事項という呪縛からの解放させることが出来，③地域で
共に，時代の流れと共に，生きていけ，④人を社会資源として活用することが出来，⑤原点を重要視する
セルフヘルプ・グループであると考える．
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Ⅰ．研究の背景
歴史的に精神障害者は，差別や偏見の対象者であり続
け，あたりまえの生活を営む諸条件や環境が保障されて
こなかった．それゆえ，彼らは羞恥心，自分自身につい
ての低い期待感，拒否されるという恐れを体験し，抑圧
されながらひっそりと地域生活を送っている場合が多
かった．小松（2000）は，それをパワーレスな存在と称
している．1960年代以降，保健所が地域の第一線機関と
して擡頭するようになり，その援助により主体的に発言
する精神障害当事者が地域に出現するようになった．そ
の発言に注目されるように精神障害を抱える人たちによ
るセルフヘルプ・グループが結成され始めた．精神障害
者セルフヘルプ・グループは，彼らが地域であたりまえ
に生きていく，つまり人生の再構成としての甦生（リカ
バリー??）の場として各地に繁栄していった．
蜂矢（1981）は「疾病と障害の共存」を公表し，障害
構造論に初めて精神障害者を導入させた．疾病に対して
は精神医療，障害に対しては精神保健福祉の両者が，そ
の援助および支援に不可欠であることが立証された．た
だ残念ながら我が国においては精神医療が先行し，精神
保健福祉が大幅に立ち後れている．身体および知的障害
と比しても，制度や施策が後手になっているのも精神障
害への処遇として反映されている．
最近の動向??として，厚生労働省（以下，厚労省）は
2004年，「精神保健福祉施策の改革ビジョンの枠組み」と
して，①精神疾患等に対する国民の理解の深化，②精神
医療の改革，③地域生活支援の強化，を今後10年間で進
める，とあり「入院医療中心から地域生活中心へ」とい
う精神保健福祉施策の基本的方策の実現をめざすことを
報告した．この改革ビジョンは，「改革のグランドデザイ
ン」に結びつけるための必然的作業過程であった．この
グランドデザインを制度として具体化するための法案
が，本年度から施行された「障害者自立支援法」である．
2005年に身体，知的，そして精神の３障害に関する施策
を統合化した障害者自立支援法が成立した（実施は2006
年）．新体系での福祉的サービスは，障害福祉サービスと
市町村地域生活支援事業とに大別される．
この新体系による市町村地域生活支援事業が導入され
ることにより，地域で活動を展開する精神障害者セルフ
ヘルプ・グループにとって，そのあり方について探求す
ることが喫緊の課題となる．
Ⅱ．研究目的
本研究の目的は，これからの障害者自立支援法下にお
ける時代に，地域活動を展開する精神障害者セルフヘル
プ・グループのあり方を探求することである．
35 SCU Journal of Design & Nursing Vol 1,No 1,2007
 
SCU Journal of Design & Nursing Vol 1,No 1,pp.35-49,2007
障害者自立支援法施行直後である現段階での先行研究
は，実践的な経過が未だ充分検討されていないことから，
個人が地域生活を営む上での障害者自立支援法がどのよ
うに活用できるか等の方法論に限局されている．よって
地域活動を展開しているセルフヘルプ・グループが，障
害者自立支援法に変遷される過程に沿って描写されてい
る論文は皆無である．その意味で本研究は新しい領域を
開拓する位置づけであると考えられる．
Ⅲ．研究方法
１．研究対象
本研究の対象として30年余にわたって地域で活動を
続けている精神障害者セルフヘルプ・グループ「すみれ
会」を選択した．彼らの「地を這うような」活動を紹介
し，障害者自立支援法下に「あたりまえの生活」を切望
する地域住民として歩んできたプロセスを，整理し記述
する．
セルフヘルプ・グループ「すみれ会」の地域活動拠点
は「すみれ共同作業所」である．共同作業所にとって障
害者自立支援法による新事業への移行は，自立支援給付
による対象事業か，地域生活支援事業の対象かを選択し
なければならなくなった．「すみれ会」では数年前から積
極的に自立支援法に関する研修会等に参画し，事あるご
とに議論を重ねてきた．その結果，地域生活支援事業を
選択する事になった．つまり「地域活動支援センター」
への移行を選択し，その必要条件としての法人格取得が
課されたのである．その背景には自治体からの経済的（補
助金）支援も含まれていることは否めない．
精神障害者セルフヘルプ・グループの地域活動をまと
め，フィードバックすることは，自分たちの活動への自
信につながり，活動継続への糧となりうる．また，同様
に地域で活動している障害を抱える仲間へ勇気を与え，
その活動の参考となりうる．そのことにより，社会が，
精神に障害を抱えている人を，地域であたりまえに受け
入れていけるように変わることを期待している．それは，
ノーマライゼーションの思想が，地域に浸透した結果と
してみなすことができる．
２．研究デザイン
「すみれ会」を描写するには，予め設定した調査項目に
基づいた内容を分析するのでなく，彼らの活動の原動力
である「すみれ会便り」??を原資料とし，内容分析の手法
を用いた．具体的には「すみれ会便り」を時間軸として
計時的に追い，各年度の主な活動をまとめ，掲載されて
いる彼らの言葉を抽出する．抽出する内容は，①精神保
健福祉に関する制度の変遷に関すること，②精神障害を
抱えながら地域で生きていくこと，③「すみれ会」の活
動に関すること，の３点とした．さらに，フィールドワー
クとしてその抽出項目に関わっていた場合には，筆者の
フィールド・ノートから，できるだけ彼らの思いや言い
分に焦点を当たるように考察に修飾する．
つまり本研究は，抽出されたデータをコード化する内
容分析と，フィールドワークを通じたエスノグラ
フィー??を用いる質的研究デザインである．
３．研究期間
精神保健福祉法の一部改正に伴い精神障害者福祉サー
ビスの市町村移行となった2002年から，「今後の障害者
保健福祉施策について（改革のグランドデザイン案）」
（2004）を経て，障害者自立支援法成立施行に至った2006
年までの５年間とする．精神に障害を抱える人達にとっ
て，地域生活に影響を及ぼす精神保健福祉の動向が，大
きな変化をもたらした時期に合わせた．
４．倫理的配慮
長い間，差別や偏見の対象であった精神障害者の人権
を擁護することは，研究者としては勿論，援助者として，
あるいは同じ地域で生活する人としてあたりまえのこと
である．個人を表記する際には匿名を用いるなどのプラ
イバシーの保護をする．なお，近年実名を公表し地域で
生活する精神障害者も増えてきている（いわゆるカミン
グアウト）．彼らに対しては，その生き方を尊重するとと
もに，本人の承諾を経て実名で記述する．なお，研究協
力へのプロセスは，心理的負担を考慮し，文書は提示せ
ず口頭による承諾を得る．対象者の疑問・質問等には常
時対応できるようにラポールを形成する．
これらの倫理的配慮に関しては，本学研究倫理審査委
員会にて承認を得ている．
Ⅳ．結果；精神障害者セルフヘルプ・グループ
「すみれ会」
「すみれ会」は筆者が居住する北海道の中で最大の組織
力を持ち，我が国においてセルフヘルプ・グループの歴
史の当初（1960年代から1970年代）から活動している数
少ない老舗のセルフヘルプ・グループである．
精神障害者セルフヘルプ・グループ「すみれ会」の地
域活動を述べる上で，これまでの歩みをまとめておく必
要性がある．本章では守村（2001）がまとめた「すみれ
会」の沿革と概念を明示し，次に研究方法に基づき，会
の活動を「すみれ会便り」から抽出しまとめてみた．
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１．すみれ会の沿革・概要
１）すみれ会の沿革
「すみれ会」は1970年，北海道立精神衛生センターの
指導援助を受けて結成された．その後の10数年間に多く
の危機的状況を乗り越え，会員達は精神障害を抱えなが
ら地を這うように地域社会に生きて働き，仲間同士の連
携を強め，仲間を増やし，1983年に自分たちの事務所を
構えるなどの組織的自立にこぎ着けたのであった．その
後，自力で自前の事務所と２つの共同作業所の開設運営
を成し遂げ，さらに道内や全国各地の患者会との合流な
どを通じて「あたりまえの生活」（横式多美子氏??；初代
すみれ会々長）の実現を精力的に求めてきたのである．
こうして「すみれ会」は精神障害者自身による社会生活
の相互援助活動の遂行とその拡大を原点に，協力者との
関係を作り上げ，同時に，運動体として社会への働きか
けを継続しており，会員の社会参加の支柱になっている．
２）すみれ会の概要
会の目的は「精神障害者……が社会的に自立し，人格
をもった人間として尊重され，人並みの幸せな生活が送
れるようになるために寄与する」ことである．2006月現
在会員は200名，うち共同作業所に約100名が所属し，
役員９名，他のスタッフで過大な負担を分かち合ってい
る．運営費は会費，賛助会費，事業収入，自治体からの
助成金で賄われ，会計は複式簿記で行われている．
事業内容は以下の７つに分けられる．
①会員を対象とした日常的活動は，「すみれ会便り」の発
行，生活や年金の相談，各種行政手続きの申請，入院
中の会員の見舞い，会員への電話，いこいの場，サー
クル活動，レクリエーション，そして例会などであり，
発足以来ひとつずつ築きあげてきた会の原点である．
②２つある共同作業所のうち，すみれ第１共同作業所（50
坪）は仕事を，すみれ第２共同作業所（30坪）は生活
訓練と憩いを中心としている．指導員と通所登録者（約
100名）はすべて会員であり，多大な負担を分かち合い
ながら，当事者決定による運営を貫き，「のん気・こん
気・げん気」をモットーに，週５日，１日平均各々約
30人と20人の参加がある．
③会議は毎月の役員会と幹事会，年に１度の総会があり，
節度を保ちつつも徹底した論議がなされる．
④交流は関連の団体への加盟とその活動，そしてバザー
など近隣の地域住民との交流も行われている．
⑤啓発では当事者の立場から，家族会との連携，新聞・
雑誌への原稿書き，講演会講師，学習会開催などがあ
る．また，各種の学校の実習施設として積極的に受け
入れを行っている．
⑥国や地方の行政への交渉には単独あるいは加盟団体を
通じて活発に取り組み，精神障害者福祉法制・精神保
健福祉法改善・暮らしやすさの実現が要望の中心であ
る．
⑦その他，その時々の取り組みである．
２．すみれ会の活動記録
前述した特記すべき「すみれ会」の活動の一つとして
「すみれ会便り」という会の機関誌がある．「すみれ会便
り」は設立当初から発行し，すみれ会員相互の親睦を図
り，その会報の中で社会に意見を発してきた．そのこと
で，精神障害者の生活や障害への対処などの理解を深め
ることを寄与してきた．つまり「すみれ会便り」を介し
て，自分たちの思いを伝え続けて来たのである．
以下，研究方法に基づき「すみれ会便り」からその時
期の主な活動をまとめ，さらに投稿されている彼らの思
いを抽出して整理する．なお，「すみれ会便り」からの引
用は，ゴシック体として表記し発行号を付した．
１）2002年度のすみれ会活動
2002年度は精神障害者居宅生活支援事業（ホームヘル
プ，ショートスティ，グループホーム）が，市町村へ事
務委譲し開始となった．これにより地域で生活する精神
障害者にとって活用することが出来る社会資源が増える
ことになった．
「すみれ会」は，小泉前首相の公約である「郵政民営化」
について反対集会中心として活動を展開した．それは，
第三種郵便物制度??が民営化に伴い消滅することを危惧
しての活動であり，特に「すみれ会便り」を原動力とし
ている「すみれ会」にとっては死活問題であり，多くの
署名を募り郵政局に直訴した．また，２年に一度開催さ
れる第７回全国精神障害者団体連合会東京大会や第６回
DPI世界会議札幌大会などに多くの会員が参画した．
啓発活動
「すみれ会」は実に多くの実習生を受け入れ，また，各
方面へ出向いて精神障害に関する啓発普及活動を行って
いる．福祉系大学で非常勤講師をしたすみれ会員は次の
ように語っている；
「○○で講演をして」
……（略）……
自分の経験，病気について，自分なりに正直に話しま
した，11年３ヶ月入院してどういう気持ちでいましたか
とか，毎日欠かさずやっていることは何ですかという質
問に対して〝薬を１日三度三度飲む"〝調子が悪い時には
先生に言う"〝自分の病気を自覚する"．教科書の勉強よ
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り，生の声を聞いた方が，みんなよく勉強になったみた
いです．……（略）……しばらく話しあいました．とて
も，みんな真剣になってくれました．（No.353，p.９）
２）2003年度のすみれ会活動
2003年度は社会福祉基礎構造改革??の一環として支
援費制度が施行され，従来の「措置制度」ではなく，障
害者がサービスを選択し，利用者と提供者が対等の関係
に立った計画に基づきサービスを利用する制度が導入さ
れた．ただ支援費制度は身体および知的障害者に限局さ
れ，精神障害者には適応されなかった．
また2001年から法務省・厚労省による合同検討会で始
まった「心身喪失等の状態で重大な他害行為を行った者
の医療及び観察等に関する法律（通称．医療観察法）」で
あるが，同年６月に起きた大阪教育大学附属池田小学校
事件を直接の契機とし，短期間で立案され一部法案修正
がなされ，2003年７月に成立した．「すみれ会」など多く
の関係団体が反対の意を唱えたが，暖簾に腕押しだった．
すみれ会会員の思い
ここで2003年度の「すみれ会便り」に投稿された会の
原動力と思われる文章を紹介する．
「ひとつの経験」
一筋の光陰のあと，目覚めた．
気がついてみると，１つの部屋にいる．
明かりもぼんやり，音もしない．そう，ここが保護室
だった．
20年前の記憶は，今，はっきりと思い出せる．
私は口渇あまり，ムキ出しになったトイレの水を飲ん
だ．
そこでは，治療とは関係のない，押さえ付けるための
薬，注射，電気ショック etc，つらい日々，インフォーム
ド・コンセントのかけらもない．尻は，注射でパンパン
に腫れ上がり，座ることも出来ない．
私は，一度死んだと思った．
そんな経験や怒りが，私の今の活動の原動力になって
いる．
決して忘れることのない思い，これは，人間が人間に
しちゃいけないことだと思う．
やはり私達は，人間らしく生き，尊厳をもって死にた
い．（No.360，p.14）
３）2004年度のすみれ会活動
2004年度はあらゆる意味で波乱万丈の１年であった．
厚労省精神保健福祉対策本部中間報告（2003年５月）に
基づき構成された３検討会「障害者の地域生活支援の在
り方に関する検討会」「精神障害者の地域生活支援の在り
方に関する検討会」「精神病床等に関する検討会」の報告
をふまえて「精神保健医療福祉の改革ビジョン」が９月
に掲げられ，10月には「今後の障害保健福祉施策の改革
試案（グランドデザイン案）」が示された．グランドデザ
インにおける改革の柱が，障害保健福祉の統合化，自立
支援型システムへの転換，制度の持続可能性の確保の３
点である．その後，その制度を具体化するための法案で
ある障害者自立支援法へと急速な勢いで進んでいくので
ある．この時期は厚労省から提示される分厚い書類を手
に学習会を開催するのが精一杯で，落ち着いて物事を考
える余地を与えないかのごとく，急速に法案成立へ進ん
でいった．
会員の死・結婚
すみれ会においても，様々な窮地に直面する時期とな
る．最大の出来事が２名の仲間の死（８月女性会員，１
月男性会員）である．女性会員は自ら命を絶ち，男性会
員は心嚢血腫による突然死であった．２名とも会の役員
（副会長）を担っており，信望が厚く，誰もが信じられな
い状況に陥った．困惑する会員達も続出した．近年にお
ける「すみれ会」最大級のダメージと言っても過言でも
ない．
女性会員の死について「すみれ会便り」で会員達は次
のように語っている；
「○○さんを悼んで」
……（略）……
残念です．どうしてこんなことになったのか．○○さ
んはすみれ会，すみれ第二共同作業所に多くのものを残
していった気がします．私にとっては叱り役でした．よ
く叱られていました．私がなかなか言えないことをズ
バッと言ってくれる人でした．彼女の何度窮地を救われ
たか分かりません．みんなのお母さん役であり，お姉さ
ん役でした．たくさんの仲間から慕われていました．○
○さん，さようなら，ありがとう，安らかにお眠りくだ
さい．私達はいつものように，いつもどおりのすみれ会
とすみれ共同作業所・すみれ第二共同作業所をやってい
く所存です．（No.374，p.７）
「○○さんを失って」
悲しみと少しの怒り．最後に，優しかった○○ちゃん，
ありがとう．そして先に行ってしまって私は悔しい．残
念だ．お説教は耳痛かったけど○○ちゃんらしかった．
○○ちゃん安らかに．彼女は天国にいったのだろうか．
安らかな顔だった．（No.374，p.12）
「編集後記」
……（略）……
38 札幌市立大学研究論文集 第１巻第１号（2007)
残された我々は，しっかりと生きていくことが，供養
になると思います．
ご冥福をお祈りします．（No.374，p.18）
一方，男性会員の死について「すみれ会便り」では，
お悔やみを述べる程度だった．
他にも台風による自然災害に見舞われるなど暗い出来
事は重なるが，明るい出来事も見逃せない．８月の例会
は会員の結婚式を兼ねた．その結婚式は過去最大となる
75名の仲間が集い２人の門出を祝った．
地域との交流
また，地域の人からのあたたかい支援も受けている．
会長（当時）が次のように語っている；
「うれしかった事」
最近はなにか人の情というものが感じられない世の中
ですが，すみれ会にとって，うれしいできごと，「○○町
内会女性部」より，10万円の寄付がありました．
精神障がい者の施設は，建てる時に，町内の反対にあ
うというのが常でありますが，「すみれ会」の場合反対ど
ころか，寄付をくれました．
又，毎年，バザーのときに来てくれたり，地域にとけ
こんでいるなぁと思えることは，本当にありがたいこと
です．（No.376，p.８）
４）2005年度のすみれ会活動
文字通り「障害者自立支援法」（以下，自立支援法）に
翻弄された年であった．前年度提示されたグランドデザ
インの内容を基に，支援費制度施行後の課題を解決する
とともに，障害のある人が利用できるサービスを充実し，
一層の推進を図るための法律が自立支援法である．通常
国会に提出され，８月には審議未了で廃案となったが，
10月には成立し，翌年４月から施行される運びとなっ
た．瞬く間に成立に至った過程には，精神障害に限らず
他の障害者団体にも不安と混乱を招いたことに違いな
い．いずれにしろ成立された過程に文句を言っても後の
祭りである．これからは自立支援法をどのように活用し
ていくかを模索していかねければならなくなった．
行政との闘い
「すみれ会」では自立支援法成立に向けて行政への働き
かけを行い，積極的に講習会や研修会に参加し，自分た
ちの手でより良い活用法を模索した．この法律に関与し
た内容の投書が目立っているのも，この年度の特徴であ
ろう．以下にいくつか紹介する；
「グランドデザイン案に想う」
……（略）精神障害者が就労するに当たっての課題に
ついて書いてみようと思います．
私は10年前，障害をふせて一般の会社で就労していま
したが，人間関係や生活リズムが確立できないなどで休
みがちとなって，健常者の社員とぶつかりつらい毎日を
送っていました．その後，私の障害が明らかになった時
の周囲の状況は変わりました．恐れるような，不安なよ
うな目，はれものに触れるような態度，とてもたまらな
い思いをしたことを今でも覚えています．
「あらゆる偏見や差別は無知，無理解から生まれる」と
私は思います．いまだ「普通の病気」的な受けとりかた
をされない統合失調症は，この病気にかかった人々を隔
離の対象にして来ました．障害を明らかにして就労した
場合，今の日本で，どれだけの人が職場の環境になじめ
るか？ 悲観的にしか考えられません．（No.380，p.９）
「精神障害者と憲法」
憲法と精神障害者，とても遠い存在のように思われて
いた憲法がこんなに近い存在だったとは．私達精神障害
者は日本国憲法の恩恵に長らく属してなかった．精神病
院の中は日本国の中の独立国，つまり治外法権だった．
古くなるが精神保健法以前は，病院内から投函する手紙
は封をしないで看護師に渡すのが通例であった．つまり
検問があったのである．電話は自由に使えなかった．病
院長はあたかも皇帝のように見え，すべての患者はひれ
伏していた．決して民主国家ではない独裁国家である．
たしかに1987年の精神保健法以後の改革によって改善
された．しかし看護詰め所の前に電話があって内緒の話
がしづらい病院もあると聞く．この携帯電話の普及して
いる時代に，携帯電話の持込みを認めている病院がどれ
ほどあるのか．携帯電話を認めない合理的理由でもある
のか．
……（略）しかし，また今日，仲間から面会を求める
電話が来た．すでに送っているハガキは仲間のもとに届
いていないのかもしれない．誰がハガキをストップさせ
ている可能性がある．病院に入院している仲間には「健
康で文化的な生活」どころか「親書の自由」もないので．
入院している仲間への郵便物は拒めないはずであるし，
もしそうであるなら重大な人権侵害である．（No.381，
pp.2-3）
「ばかばかしい話（自立支援法について）」
サービスを利用すればするほど負担は増える．収入の
少ない障がい者はひとたまりもない．
だから，
自分の収入に応じた負担にしてくれ，それを守ってく
れという一致点で戦おうと集まったのに．ああそれなの
に．
自分の負担がなくなったとたんに政府を思いやり，仕
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事も収入もある奴も政府を思いやり，足並みがばらばら
なのをさらけ出しちまった．
行政府のほくそ笑みが見えるようだ．
どうか，
思いかえしてくれ，日比谷に集まった六千六百人の命
の声を，心を，そして，今からでも遅くないから統一見
解を出してくれ，自分の負担は，自分の収入に応じたも
のにしてくれという事を．（No.384，p.４）
一方，障害者運動により獲得した権利や制度を悪用す
る者も後をたたない；
「許せない」
精神障害者手帳による，交通費の無料パスを不正使用
している情報が入った．
あの５年間の闘いで，ようやく手に入れた，そう，あ
の吹雪の中，かじかむ手で，三越の前で，ハンドマイク
で「僕たちも同じ障害者です．他の障害者と同じに，交
通費の助成制度をつくって欲しい」と訴え，署名を始め
たのが，始まりでした．
その頃は，私は，札回連の会長で，又，８団体の代表
ということで，先頭に立ちました．
市議会の厚生常任委員会で，趣旨説明したり，陳情，
懇談，300名を超える市長への個人請願をし，最後の決め
手となったのは，趣旨説明で150名の傍聴者で廊下にあ
ふれるほどで，市当局をビックリさせました．
そんな５年間の運動で，やっと勝ち取った制度なので
す．天から降ってきたのではなく，札幌市が福祉に配慮
して作った制度ではなく，運動によって札幌市を動かし
たんです．多くの人の力を尽くした大事な制度なのです．
不正に使ったりしている人．あなたは，私たちのそんな
思いを知らないでしょう．（No.382，p.２）
若いすみれ会会員の登場
一方，一昨年度から若い会員が加わり，「すみれ会」の
役割の一端を担うようになっていった．その典型的な例
が「すみれ祭」であった．「すみれ会」の中心人物から若
い３人の実行委員体制で臨んだ．その実行委員長が次の
ように述べている；
「すみれ祭報告」
今年の新企画は，○○さんらによる歌の披露，また講
演会の講師に思い切って若い△△さんを起用した事で
す．また，今年のすみれ祭のテーマである「和-心をひと
つに」という「和」の字を印刷したプリントＴシャツを
実行委員全員に用意し，販売もしました．これも今まで
はなかった事です．
ビールが飛ぶように売れ，打ち上げ用も含めて何と７
樽‼ 天気にかかわらずビールは売れる，という事を実
証しました．（No.387，p.１）
このように長年続いてきた「すみれ会」に，若い力が
注がれ始めてきたのである．
障害者の恋愛・結婚
昨年度に引き続き，今年度末にも会員の大規模な結婚
式が行われた．彼女は第一作業所所長であったため人望
は厚く，参加者は総勢67名となった．今回は会員同士の
結婚ではなく，夫は精神に障害をもたない人（「障害」を
抱えない人），世に言う健常者??であった．彼女は結婚前
に「すみれ会便り」に４ページにもわたる長編作「障害
と結婚」について語っている；
……（略）……
個人的な話しになりますが，私は結婚する事になりま
した．私が結婚する彼は自立支援法反対の署名を，○町
を駆け回って120名も集めてくれた人です．
彼が私と結婚しようと思ったのは私が自分の病気のこ
とをきちんと理解していること，それを包み隠さず話し
てくれたからだと言っていました．そして当事者の運動
にすごく励まされたからだそうです．彼の家族も最初，
私とどう接していいか分からず，お母さんも，お姉さん
も，娘さんも悩んだそうです．彼がごく普通に接してく
れればいいんだと言ってくれて，温かく迎えてくれまし
た．私があまりにも普通の人間だったので驚いたようで
す．その次に彼の所へ行った時には，彼は忙しくて出か
けていたので，お母さんと娘さんと３人で話す機会があ
り，自分の病気を話しました．２人とも私が自分の病気
の事をきちんと話せることに驚いたようです．
差別や偏見を取り除くためには，私達当事者自身が勇
気を出して自分の事を語っていかなくてはなりません．
すみれ会は当事者同士のカップルが多く出来るという
ことで有名なのですが，これからは当事者と，それを支
援する人，もっともっと多くの人達の連帯の中で新しい
出会いというものがあると思います．これからのすみれ
会には，そういうカップルも多く生まれていくのではと
期待しています．（No.388，pp.8-9）
援助者・支援者への期待
筆者がすみれ会学習会の講師を務め，それに参加した
会員が次のように述べている；
「守村先生の学習会に参加して」
……（略）……
すみれ会の援助者との関係については，○○先生の「金
魚のフン」から守村先生の「盲人ランナーと伴走者」と
いろいろあります．どちらも面白いと思います．私達す
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みれ会の主体性を大切にしてくれているのだなぁと思い
ます．実際に走り活動しているのは私達なのです．それ
をほどよく，支えてくれるのが支援者なのです．
……（略）……．もちろん，盲人ランナー以上の走る
力がなければなりません．もしどの晴眼者のランナーよ
り速い盲人ランナーが出現したらどうなるのでしょう
か．結果として，盲人ランナーは晴眼者のランナーを引
きずっていく事になります．はっきり言って，私達「す
みれ会」は速いですよ．守村先生，引きずられないよう
に心して伴走してください．（No.384，p.５）
５）2006年度のすみれ会活動
2006年４月，とうとう自立支援法が施行された．共同
作業所にとって自立支援法による新事業への移行は，自
立支援給付による対象事業か，地域生活支援事業の対象
を選択しなければならなくなった．「すみれ会」では数年
前から積極的に自立支援法に関する研修会等に参画し，
事あるごとに議論を重ねてきた．その結果，地域生活支
援事業を選択する事になった．つまり「地域活動支援セ
ンター」への移行を選択したのである．ただ移行に伴い
法人格の取得が絶対要件となっており，「すみれ会」も法
人化への向けプロジェクトチームを結成（６月22日）し，
設立総会を開催（10月14日）し，法人化へ歩み出した年
であった．
特定非営利活動法人設置総会
「すみれ会」法人化へ向けてのプロジェクトチームの会
員が総会終了後，次のように語っている；
「すみれ会のNPO法人化に携わって」
……（略）……
私は会計も法律も素人だが，勉強したり文書を作成し
たりするのは嫌いな方ではないので，NPOの入門書をす
みれ会員から数冊借りて読んで，見当を付けてから，北
海道のホームページから資料を全部ダウンロードして，
道に相談しながら必要な10種類以上の書類を作ってな
んとか提出できた．これでこの仕事もちょっと一段落で，
今は年明けまで小休止に入りたい．（No.401，p.17）
役割交代とすみれ会のあり方
また，この年度は「すみれ会」にとっての役割交代の
年だった．18年間という長い間継続していた会長の座を
第４代新会長に譲り，それぞれの作業所所長には，昨年
度のすみれ祭実行委員の若い世代が就任した．彼は第４
代会長に就任すると精力的にすみれ会便りに投稿した．
そこに長い間「すみれ会」と共に生きてきた会の原点が，
随所に表れているので以下に紹介する；
「『徒党』を組むということ」
……（略）……
患者会はお互いに助けあう会です．そこへ行くと普段
心の底にしまってある事も，不思議とみんなの前で言え
る会です．私はそんな患者会の魅力に引かれて，入った
１人です．患者会には人をとりこにして，やまないもの
がなければなりません．そこには暖かな人間関係がある
のです．自分の良いところも良くないところも認めてく
れるのです．そこにいても一銭も稼げないかもしれませ
ん．しかし，そこには自分の居場所があるのです．それ
が患者会の始まりです．
……（略）……ひとりぼっちで運動しても大きな力に
はなりません．しかし複数の仲間が手に手を取って運動
していけば大きな力になります．あなたの知っている人
達に力になってもらえるように声をかけるのです．臆病
になる事はありません．仲間がいるからです．あなた自
身の問題を解決する為に仲間の力が必要なのです．（No.
395，p.４）
「アシストすること」
……（略）……．物事を決定し，実行するのは本人の
仕事である．出来ない時は代理行為と言うものもあるが，
それを乱用してしまうと，本人は何も出来なくなる．
本人とすれば，援助してくれる人にお任せになってし
まう．楽かもしれない．でも生きる力を失ってしまうか
も知れないし，また任せた相手の能力によっては自分の
思うようにはならないかもしれない．だから代理行為は
危ない．やっぱり自分で決めて行う事だ．その責任は自
分で背負えば良い．
しかし，自分だけの力でうまくいかない時には，助言・
助力を貰えば良い．援助者はその責務において，有効な
助言・助力をしなければならない．中田英寿選手がピン
ポイントでスルーパスを出すように．しかし，ゴールに
ボールを蹴り込むのは本人なのである．それを忘れては
いけない．（No.401，p.４）
「新たな船出の歳に」
……（略）……今のまま足しも引きもしない，不動の
姿勢でいたい．
すみれ会が怠惰なのではない，新しい状況に右往左往
して振り回されて，疲弊してしまわないためである．変
わらない事は変身する以上にエネルギーがいる．いつま
でも崖っぷちにあるすみれ会でありたい．経営が危うい
という意味ではなく，精神病という地獄から伸び出す手
をキャッチするためには，崖っぷちまで降りていかなけ
ればならないのだ．
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……（略）……．ちまたにあふれる情報に惑わされて
はいけない．みんなにとって何が大切かしっかり考えて
いかねばならない．すみれ会ならではの活動をしたい．
風林火山の山ではないが，動かざること山のごとしとい
きたい．（No.402，p.４）
Ⅴ．考察
「すみれ会」は精神保健福祉施策の変遷に対し，独自の
やり方で対応し，自立支援法下の時代にあたりまえの生
活を求めて進んでいる．地域活動を展開する精神障害者
セルフヘルプ・グループのあり方を以下のように考察し
た．
１．権利を求め続ける精神障害者セルフヘルプ・グルー
プ
久保（1998）は，セルフヘルプ・グループとは，何ら
かの問題・課題を抱えている本人や家族自身のグループ
であり，「当事者であること」がまず最大の特徴であり，
重要な意味を持つと述べている．本研究で取り上げた「す
みれ会」の場合は，精神に障害を抱える当事者で構成さ
れている．精神に障害を抱えていることにより差別や偏
見の対象者であり続け，あたりまえの生活を営む諸条件
や環境が保障されてこなかった．あたりまえということ
は，人間が生まれながらに持っている権利，人権のこと
を指す．つまり精神障害者は人権を奪われているのであ
る．
１）人権回復を訴え続ける
例えば，就職，結婚，就学など我々障害を持たない者
にとっては，当然の権利として保証されていることが，
精神に障害を抱えているという烙印（スティグマ)??を捺
されると，当然のように差別され，制限されることがい
まだに行われている．私は10年前，障害をふせて一般の
会社で就労していましたが，人間関係や生活リズムが確
立できないなどで休みがちとなって，健常者の社員とぶ
つかりつらい毎日を送っていました．その後，私の障害
が明らかになった時の周囲の状況は変わりました．恐れ
るような，不安なような目，はれものに触れるような態
度，とてもたまらない思いをしたことを今でも覚えてい
ます．（No.380，p.９）
精神障害者の人権保障は，国連の障害者の人権保障の
取り組みの対象になっていることは言うまでもないが，
精神障害者に特化したものとして「精神疾患を有する者
の保護及びメンタルヘルスの改善のための諸原則」（国連
原則，1991）に，その理念として「精神障害者は常にす
べての基本的人権をもち，それらの人権が常に完全に尊
重されなければならない」と掲げられている．我が国で
も基本的人権は保障されるべきであると謳われている
が，精神病院という密室の中では必ずしも保証されてい
るとは言い難い．また今日，仲間から面会を求める電話
が来た．すでに送っているハガキは仲間のもとに届いて
いないのかもしれない．誰がハガキをストップさせてい
る可能性がある．病院に入院している仲間には「健康で
文化的な生活」どころか「親書の自由」もないので．入
院している仲間への郵便物は拒めないはずであるし，も
しそうであるなら重大な人権侵害である．（No.381，pp.
2-3）
「すみれ会」発足当初から，横式氏が「あたりまえの生
活」を主張したように，人権を回復するためには，精神
障害者セルフヘルプ・グループの活動として訴え続けて
いくことが求められる．
２）主張すること
精神障害者セルフヘルプ・グループの全国組織として
「全国精神障害者団体連合会（全精連）」???がある．2004年
開催した第８回全国精神障害者団体連合会福岡大会にす
みれ会員６名と参加した．会場は1000人以上の参加者で
あふれていた．その閉会式で「精神障害者人権宣言」が
読み上げられた．壇上に８名の当事者が立ち，８項にわ
たる宣言を１人１項宣言した．１項が読み上げられると
会場から割れんばかりの拍手が起こり１つ１つ了承され
ていった．その第１項は，私たち精神障害者は，精神障
害者であるまえにひとりの人間である???と掲げてある．
彼らが最も主張したい思いが，そこに込められていると
考えた．
思いかえしてくれ，日比谷に集まった六千六百人の命
の声を，心を，そして，今からでも遅くないから統一見
解を出してくれ，自分の負担は，自分の収入に応じたも
のにしてくれという事を．（No.384，p.４）
一人一人の声は小さいが，主張することで獲得するこ
とができる経験を活かし，主張し続けている．
３）勝ち取った権利を守る
血の滲むような努力をして権利を獲得する一方，獲得
した権利や制度を悪用する者も後をたたない．
そんな５年間の運動で，やっと勝ち取った制度なので
す．天から降ってきたのではなく，札幌市が福祉に配慮
して作った制度ではなく，運動によって札幌市を動かし
たんです．多くの人の力を尽くした大事な制度なのです．
不正に使ったりしている人．あなたは，私たちのそんな
思いを知らないでしょう．（No.382，p.２）
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福祉制度を悪用し，喰いものにする事件???は後を絶た
ない．改めて「正義」とは何かを問われる時期に差し掛
かってきたとも言えよう．
２．見えない欠格事項という呪縛からの解放させること
の出来る精神障害者セルフヘルプ・グループ
障害者における欠格事項とは，身体や障害および精神
障害があることを理由に，国家試験や業の資格の許可な
どを与えないとする法令上の規定である．こうした規定
は，障害を有しているという属性のみを理由に社会や経
済活動への参加を制限するもので，ノーマライゼーショ
ンの理念を損なうことはもとより，法の下の平等や職業
選択の自由などにも抵触されるものであるとされてき
た．精神障害を対象とした条項の大半は，「障害者等に係
る欠格事項の適正化等を図るための医師法等の一部を改
正する法律」（2001）にて，「絶対欠格事項から相対欠格
事項」への切り替えが行われた．
資格取得に関して「絶対ダメ」から「取りたければ良
いけど，出来るなら取って欲しくない」意味合いの変更
であると筆者はとらえている．未だに銭湯等の公共施設
の「入館お断り」の張り紙に，入れ墨をしている者，泥
酔している者等の他，「精神病を有する者」という文字が
併記されている現実がある．欠格事項は未だ解決されな
い課題として現存している．
立法下の欠格事項の他に，社会には「見えない欠格事
項」も存在する．それは山内（1996）が指摘する差別や
偏見など社会的態度から生じており，それが日常的な出
来事にまで及んでいる．本研究で取り上げた「死」と「結
婚」がそれに当たる．
１）葬儀に参列できない呪縛からの解放
2004年度に直面した２名の会員の「死」は，欠格事項
という呪縛から解放された瞬間を描写している．以下，
筆者のフィールド・ノートから，２名の葬儀の様子を比
較しまとめてみる．
①女性会員の葬儀
筆者は女性会員の葬儀に参列することが出来た．残暑
で汗ばむ８月21日夕刻，葬儀は市内の公民会館を借りて
しめやかに行われた．特定の宗教を信仰していなかった
ため，「お別れ会」と称して行われた．会にはすみれ会員
を含め市内の作業所に通っている当事者，古くからの友
人，医療・福祉関係者など約100名が参列した．筆者の
把握している範囲では，親族は参列していなかった．予
定された人数を大幅に越えたため，遺体が安置されてい
る大部屋には入りきれず，隣の部屋まで進出し，廊下で
ウロウロしている人も多く見られた．参列している人に
は，喪服を着ずにジーンズなどの普段着の人も見られた．
狭い喫煙室には多くの喫煙者が群がり，中には会館の外
に出て喫煙している者もいた．
定刻に式が始まった．「すみれ会」の代表３名からのお
別れの言葉から始まった．最初はすみれ会長（当時）か
らのお別れの言葉．普段からの大声に拍車をかける位の
号泣とともに突然の死を悔やんだ．続いて初代会長（旧
姓．横式氏）の言葉．「すみれ会」で共に活動してきた想
い出を語りながら，友人としてのお別れの言葉を述べた．
３人目はすみれ第二共同作業所所長（当時）の言葉．元
来の真面目な性格のため，予め準備してきた原稿を読み
上げた．３人共に，叱られた経験や窮地を救われた感謝
など，「すみれ会」にとってのお母さんやお姉さん的な存
在である女性会員の人徳を醸し出すようなメッセージを
最期の言葉として送っていた．
また，この年の忘年会では，美声が自慢の会長（当時）
は故人が好きだった歌を，感情を込めながら熱唱し，「も
う二度と歌わない」と自分に封印した．
「すみれ会便り」では，それぞれの言葉で女性会員との
別れを表現している．
ありがとう，安らかにお眠りください．私達はいつも
のように，いつもどおりのすみれ会とすみれ共同作業
所・すみれ第二共同作業所をやっていく所存です．（No.
374，p.７）
悲しみと少しの怒り．最後に，優しかった○○ちゃん，
ありがとう．（No.374，p.12）
残された我々は，しっかりと生きていくことが，供養
になると思います．（No.374，p.18）
このように会員がそれぞれのやり方で，死を受容して
いったのである．
②男性会員の葬儀
一方，男性会員の死について「すみれ会便り」では，
お悔やみを述べる程度だった．筆者は死の受容をその葬
儀に集約されたと思っている．葬儀の様子を河野（2005）
は，次のように言っている．
仏式で行われた葬式には遺族と親族の人たちに加え
て，多くの仲間や関係者がはせ参じました．喪服を持た
ない人は普段着を着て，ジーンズの人もいて，少ない生
活費の中から精一杯の香典を差し出し，涙ぐみながらお
経に耳を傾け，とまどいながら祭壇に手を合わせ，別れ
を告げたのでした．葬儀委員長を務めたのは〝ガクちゃ
ん（男性会員のニックネーム）"の上司にあたるすみれ会
会長でした．〝ガクちゃん"は，ご両親やご遺族，そして
残された仲間の心にいったのです．
③小活
河野（2005）が指摘するように，精神障害者が亡くな
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障害者自立支援法時代における精神障害者セルフヘルプ・グループの地域活動
ると，家族がその「死」を隠ぺいしていた歴史があった
（ある）．また，精神障害を抱えたことで自分の家族や親
族の「死」を看取る機会を剥奪されている傾向があった
（ある）．精神病を発病した段階で家族との縁を断たれる，
精神病院に入院中のため葬儀に参列することが出来な
い，さらには病状が悪化することを懸念し本人に伝えな
い，などのことが家族というシステムの中で常態的に行
われてきた．
一方，我々専門職と呼ばれている者たちにも，経験的
に精神障害者の「死」を避けるような傾向にある．仮に
入院中の患者が亡くなった場合，残された患者仲間に動
揺を与えないように，その「死」を隠し曖昧な理由の説
明を行う．また，家族に対しては精神病による自殺の可
能性が高いことを予め説明する．
このように多くの精神障害者は，同じ時代を共に生き
ていた存在を消去するかのごとく，「死」という人生の結
末を体験する機会が奪われているのである．まさに「見
えない欠格事項」である．
ところが〝ガクちゃん"の葬儀は，遺族や縁ある人た
ちに混じって，150人以上の精神障害を抱える人たちが
参列した．結婚式や葬儀などから排除されていた人たち
が，今や，故人をともらう人間として登場し，実際にと
もらい見送った瞬間である．河野（2005）は，精神障害
を抱える人たちにも葬儀に参列する資格と権利があると
いうことを実現したのであるとまとめている．
その後，〝ガクちゃん"を偲ぶ会が行われ（３月），す
みれ会員のこころの中には，忘れることのない彼の想い
出が刻まれることとなったのである．
２）「障害者＝結婚できない」という呪縛からの解放
「すみれ会」では結婚を応援し．例会を活用して結婚式
を行ってきた．概ね１年に１～２組のカップルが「すみ
れ会」から誕生している．
彼が私と結婚しようと思ったのは私が自分の病気のこ
とをきちんと理解していること，それを包み隠さず話し
てくれたからだと言っていました．……（略）……お母
さんと娘さんと３人で話す機会があり，自分の病気を話
しました．２人とも私が自分の病気の事をきちんと話せ
ることに驚いたようです．
差別や偏見を取り除くためには，私達当事者自身が勇
気を出して自分の事を語っていかなくてはなりません．
すみれ会は当事者同士のカップルが多く出来るという
ことで有名なのですが，これからは当事者と，それを支
援する人，もっともっと多くの人達の連帯の中で新しい
出会いというものがあると思います．これからのすみれ
会には，そういうカップルも多く生まれていくのではと
期待しています．（No.388，pp.8-9）
昨今，「障害者の性・恋愛・結婚」に関する書物が出版
されメディアなどでも取り上げられるようになってき
た???．しかし，その対象者は身体および知的障害者が大部
分を占め，精神に障害を抱える人はほとんど登場してこ
ない．特に女性というジェンダー・バイアスに阻まれ，
精神障害という社会的に極めて高い障壁を目の前にした
場合は，相当の苦労を要したと思われる．かつて「結婚
相手は紹介できないが，すみれ会に来てひっかけなさい」
（横式，1994）???と言っていたように，すみれ会会員同士
のカップルになる機会があり，結婚に至る例も多い．精
神障害者にとって結婚は，前述の「死」と同じように「見
えない欠格事項」であり，精神障害を抱えることにより
断念することが多い．あるいは家族から反対され，誰か
らも祝福されずに結婚生活を送っている人たちもいる．
このように皆に祝福される結婚式を，「すみれ会」で行
うことで，今後多くのカップルが誕生することが期待で
きる．
３．地域で共に，時代の流れと共に，生きていける精神
障害者セルフヘルプ・グループ
１）地域住民と共に生きていく
精神障がい者の施設は，建てる時に，町内の反対にあ
うというのが常でありますが，「すみれ会」の場合反対ど
ころか，寄付をくれました．
又，毎年，バザーのときに来てくれたり，地域にとけ
こんでいるなぁと思えることは，本当にありがたいこと
です．（No.376，p.８）
障害者の地域福祉を考えるなかでNot in my back
 
yardという用語（通称．NIMBY症候群）が出てくる．
文字通り（必要なのはわかるけど）自分の裏庭（＝in my
 
back yard）ではやらないで（＝Not）という意味の英語
からきている．つまり，公共のために必要な事業である
ことは理解しているが，自分の居住地域内で行なわれる
ことは反対という住民の姿勢を揶揄していわれる概念で
ある???．
偏見の解消には山内（1996）による対人接触による障
害者の理解などが言われているが，やはり同じ地域で生
活を共にする，いわゆる協働が必要であり，そのために
は長い期間継続的に交流をしていくことが不可欠であ
る．「すみれ会」は平成元年から現在の地に根を張り，地
域との交流を大切にし続けた結果，今回の寄付を受ける
経緯に至ったのである．
２）時代の流れと共に，生きていく
時代の流れと共に，変わらなければならないことがあ
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る．今回の自立支援法により，「すみれ会」も「地域活動
支援センター」への移行への選択を迫られ，法人格の取
得を余儀なくされた．流れに付いていなければ，「すみれ
会」そのものの存在すら危ぶまれる死活状況において，
彼らは独自のやり方で，自分たちのための生き方を選ん
だ．筆者はその総会に参加し，歴史的時間を共にするこ
とが出来た．以下，筆者のフィールド・ノートをもとに，
法人設立総会の状況を描写する．
2006年10月14日（土）すみれ共同作業所にて特定非
営利活動法人設置総会が開催された．総会参加者数52
名．これは当初の想定した40名を遥かに超える数字で
あった．それだけ会員達にとっては大きな関心事となっ
ていると推測された．
12時半受付，13時開会というスケジュールであり，筆
者は12時40分過ぎにすみれ共同作業所に到着．既にほ
とんどの出席者が着席し，天井付近はタバコの煙が漂っ
ている．聞くところによれば１時間以上前に到着してい
る会員もいたとのこと．
例会などでも同様に，集合時間ギリギリに到着するの
は，決まって筆者のような精神に障害を抱えない人たち
である．遅刻したら大変，皆に迷惑をかけるなどの理由
で，精神に障害を抱えた人達の多くは集合時間より早く
に集まる傾向にある．彼らの生真面目さと仲間を思う気
持ちが反映された行動なのかもしれない．これらのこと
に我々専門職と呼ばれている者たちは，「障害特性」とか
「生活のしづらさ」などと表現し，精神障害という枠に当
てはめようとする．もしかしたら枠に当てはめることで，
安心していることも歪めない．昨今，時間に追われ余裕
のない生活を強いられている我々こそ，彼らを見習わな
ければならないことであろう．
すみれ会会長の司会で総会は開会し，冒頭部分はこれ
までの経緯をプロジェクトチームの代表から話された．
次に司会から選出された議長がスーツ姿で皆の前に現れ
ると，自然と会場から拍手がおこった．筆者を含めて多
くの参加者は，普段の作業着姿の彼しか見ておらず，そ
の気合いの注入ぶりに自然と拍手が沸いてきたと思われ
る．彼は照れながらも忠実に議長の役割をこなしていた．
議事が進み，会長より「設立趣旨書」「確認書」が読み
上げられた．資料として配布された原稿を読み上がるだ
けだが，文章そのものが長いことに加えて，時々読み間
違え，その都度会場から指摘された．お世辞抜きに正直
に表現すると，決してスムーズな語り手ではなかった．
彼らは精神障害ため慢性的に坑精神病薬を内服しなけれ
ばならない．そのため口渇，吃りなどの副作用も頻繁に
出現する．つまり聞き取りづらい話し方は，本人のせい
ではなく，精神障害を抱えたことによる二次的な副作用
であると理解できる．
次の「定款」は，10の章と56の条によるＡ４版用紙７
枚相当の分量である．さらに普段使用することのない行
政用語が盛り込まれている．これを１人で読み上げるこ
とは，彼らにとって自殺行為に等しいほど負担が大きい．
この負担に対し，彼らは分担して読み上げる方法を事前
に考えていた．「定款」は前すみれ会会長と分担し，２，
３章単位を交代で読み上げていた．
「設立趣旨書」や「定款」などが読み上げられた後，会
場からの質疑応答が行われた．一斉に10名近くが挙手
し，次々と質問を投げ掛けた．質問の内容は具体的な内
容に関するものから，誤字脱字の指摘まで多用であった．
質問には会長が主となって回答していたが，今回は法人
化に向けて学習を研鑽し，実際に定款を書き上げた会員
も回答していた．他にも参加者が答える場面もあり，時
には議長を無視し勝手に進行した場面もあった．いずれ
にしろ，これだけの議論が展開されるほど，すみれ会員
の意識が高い事が伺われた．
休憩を挟んで２時間あまり，多くの拍手で総会は閉会
した．総会で終わりではなく，次には北海道への書類提
出，法務局への登記届けなど法人化へ向けてまだまだや
るべき事は多い．本当の意味でのゴールは法人化が認可
される時である．彼らはそのゴールに向かって走り出し
たのである．
４．人を社会資源として活用することの出来る精神障害
者セルフヘルプ・グループ
３障害に関する施策を統合化した自立支援法が成立し
たにも関わらず，身体および知的障害者と比して，精神
障害者はサービスの質および量とも及んでいない点が多
い．法施行以前から精神障害者に活用できる社会資源が
絶対的に少なかったことから察すれば，致し方ないこと
であろう．その経験から獲得した術なのか，彼らは人を
人的社会資源として活用することが多い．
１）将来の援助者の育成
「すみれ会」は実に多くの実習生を受け入れ，また，各
方面へ出向いて精神障害に関する啓発普及活動を行って
いる．
自分の経験，病気について，自分なりに正直に話しま
した，11年３ヶ月入院してどういう気持ちでいましたか
とか，毎日欠かさずやっていることは何ですかという質
問に対して〝薬を１日三度三度飲む"〝調子が悪い時には
先生に言う"〝自分の病気を自覚する"．教科書の勉強よ
り，生の声を聞いた方が，みんなよく勉強になったみた
いです．……（略）……しばらく話しあいました．とて
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も，みんな真剣になってくれました．（No.353，p.９）
辛かった過去を語るには相当の勇気が必要となる．そ
の勇気は，これからの将来，自分たちを支援する援助者
となる学生への期待も含まれていると思われる．また，
自分の体験を語ることで自己を客観的に振り返ることが
出来，自信にもつながる．
２）専門職の有効活用
①精神障害者セルフヘルプ・グループが求める専門職の
スタンス
セルフヘルプ・グループには何らかの関わりのある専
門職が付随している．「すみれ会」の場合は，特に作業療
法士が発足当初から関わっている．Ａ氏???，その後任のＢ
氏???らの功績が大きい．現在はＣ氏???がその役割を担っ
ている．Ａ氏は発足当初からずっと支援者であり続けて
いる．当初の10年間は例会終了後，黙々と鍋を洗い続け
た．Ｂ氏は「ガ・ハ・ハ」と大声で笑い，会員の悩み事
を吹き飛ばした．Ｃ氏については自らの稿（河野2000a）
にて「すみれ会」という金魚の「ふん」と自覚し，昼飯
を第１と第２共同作業所でそれぞれ食べ，おしゃべりを
して，たまには昼寝をしている．身なりはあまり気にせ
ず，一緒のところを見られた会員に「随分状態の悪い人
だね」と間違えられることもあるという．しかし先駆的
に「すみれ会」に関わっている諸先輩達は．すみれ会員
に受け入れられ，現在も関わりを続けて，共に生きてい
る．
「すみれ会」に関わっている専門職は，彼らから学んだ
ことを代弁して学生や住民に伝え，教育・研究活動を行っ
ている．つまり，「すみれ会」から学んだことが出来た専
門職なのである．
すみれ会の援助者との関係については，○○先生の「金
魚のフン」から守村先生の「盲人ランナーと伴走者」と
いろいろあります．どちらも面白いと思います．私達す
みれ会の主体性を大切にしてくれているのだなぁと思い
ます．実際に走り活動しているのは私達なのです．それ
をほどよく，支えてくれるのが支援者なのです．（No.
384，p.５）
筆者は「盲人ランナーの伴走者」というスタンスをとっ
て「すみれ会」へ関わっている．決して自分のペースを
相手に与えず，風のような存在でありたいと心掛けてい
る．勿論，「すみれ会」に関わり続けている諸先輩のよう
に，彼らから学び続け，共に生きていくことは言うまで
もない．
②精神障害者セルフヘルプ・グループが求める専門職の
関わりの度合い
前述したように精神障害セルフヘルプ・グループへの
スタンスには，「歌舞伎の黒子」???や「金魚のふん」，そし
て筆者のスタンスは「盲人ランナーの伴走者」など多様
である．それではその関わりの度合いはどの位であろう
か．言葉を変えると，精神障害者が求める関わりの度合
いを把握しておくことが，専門職として必要とされる．
しかし，自分だけの力でうまくいかない時には，助言・
助力を貰えば良い．援助者はその責務において，有効な
助言・助力をしなければならない．中田英寿選手がピン
ポイントでスルーパスを出すように．しかし，ゴールに
ボールを蹴り込むのは本人なのである．それを忘れては
いけない．（No.401，p.４）
〝アシストすること"．主語のない非常に曖昧なタイト
ルである．内容的には当事者の自己決定について書いて
いるようだが，その奥には我々専門職者に対しての援助
のあり方を暗示しているように読める．スルーパスのよ
うな絶妙なタイミング，正確，程よい加減の援助が必要
であり，かつ，そのような援助を実際求めているのであ
る．安達（2000）???は，専門家の人は何でもおんぶにだっ
こで，そんなことをしたら自立性や自発性を損なうと言
う．だけれど隣の人が熱を出してウンウン唸っていたら，
お粥を作って持っていくじゃないですか．専門家の人は
熱が出たときに手を貸さないで，元気なときに手を貸す
人が多いじゃないですか．そうではいけないと思う．こ
れらのことから，必要な時に必要なだけの援助が必要で
あることを意味していると考える．
５．原点を重要視する精神障害者セルフヘルプ・グルー
プ
精神保健福祉に関する制度の変遷の中で，30年余も活
動を展開してきた「すみれ会」だからこそ，自立支援法
下に変わる時代に改めて原点を重要視することが迫られ
る．
１）精神病院での体験
そんな経験や怒りが，私の今の活動の原動力になって
いる．
決して忘れることのない思い，これは，人間が人間に
しちゃいけないことだと思う．
やはり私達は，人間らしく生き，尊厳をもって死にた
い．（No.360，p.14）
平成元年からに18年もの長期にわたって会長を務め
た会員の思いである．彼はこの経験を朗読劇でも表現し
ている．過去の劣悪な処遇を体験したことが現在の「す
みれ会」の原動力となっている．
時代とともに精神医療の状況は改善しつつある．医学
（特に治療）も進歩し，長期入院患者も減少してきた．昔
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よりは良い時代だからこそ，過去の処遇を風化させては
いけない．この年度には新規の若い会員が多く入会した
こともあり，「ひとつの経験」こそが，新規の次世代を担
うことを期待されている人たちへの教訓だと考えた．
２）仲間の力
患者会はお互いに助けあう会です．そこへ行くと普段
心の底にしまってある事も，不思議とみんなの前で言え
る会です．私はそんな患者会の魅力に引かれて，入った
１人です．患者会には人をとりこにして，やまないもの
がなければなりません．そこには暖かな人間関係がある
のです．自分の良いところも良くないところも認めてく
れるのです．そこにいても一銭も稼げないかもしれませ
ん．しかし，そこには自分の居場所があるのです．それ
が患者会の始まりです．
……（略）……ひとりぼっちで運動しても大きな力に
はなりません．しかし複数の仲間が手に手を取って運動
していけば大きな力になります．あなたの知っている人
達に力になってもらえるように声をかけるのです．臆病
になる事はありません．仲間がいるからです．あなた自
身の問題を解決する為に仲間の力が必要なのです．（No.
395，p.４）
まさにセルフヘルプ・グループの原点である「自分の
ことは自分でする」self-helpと「相互に助け合う」mutual
 
aidが組み合わされて「仲間同士が支え合うグループ」と
を表現している．同じ障害を抱えること，仲間であるこ
と，つまり当事者性が全てのスタートである．そこでの
仲間が大きな力，つまりパワーとなって発揮されていく
（エンパワーメント）のである．
エンパワーメントについて小松（1995）は，ソロモン
の定義を引用し「エンパワーメントとは，ソーシャルワー
クもしくは，その他の援助専門家がスティグマ化されて
いる集団に所属しているために，差別されていることか
ら生じるパワーの欠如状態を減らすことを目指して，ク
ライエントの一連の活動に携わる過程のことである」と
述べている．つまり精神障害を抱えた事により生活する
パワーを失いかけた人達が，「すみれ会」に集まることに
より，再びその生活能力を呼び戻し，集合体として社会
運動することが可能となるのである．その過程を「すみ
れ会」のエンパワーメントと考える．
一方，「すみれ会」に若い会員が加わり，「すみれ会」
の役割の一端を担うようになっていった．その典型的な
例が「すみれ祭」であった．
今年の新企画は，○○さんらによる歌の披露，また講
演会の講師に思い切って若い△△さんを起用した事で
す．また，今年のすみれ祭のテーマである「和-心をひと
つに」という「和」の字を印刷したプリントＴシャツを
実行委員全員に用意し，販売もしました．これも今まで
はなかった事です．
ビールが飛ぶように売れ，打ち上げ用も含めて何と７
樽‼ 天気にかかわらずビールは売れる，という事を実
証しました．（No.387，p.１）
このように長年続いてきた「すみれ会」に，新しい風
が注がれ始めてきたのである．
「すみれ会」の命名について「すみれの花は１本では目
立たないがたくさんかたまって咲くと美しい」（No.192，
ページ不明）???とあるように，若い花から老舗の花まで，
地に根をしっかり降ろした大きなすみれ畑になったと考
えられる．
３）これまでの経緯から得た不動の姿勢
……（略）……今のまま足しも引きもしない，不動の
姿勢でいたい．
すみれ会が怠惰なのではない，新しい状況に右往左往
して振り回されて，疲弊してしまわないためである．変
わらない事は変身する以上にエネルギーがいる．いつま
でも崖っぷちにあるすみれ会でありたい．経営が危うい
という意味ではなく，精神病という地獄から伸び出す手
をキャッチするためには，崖っぷちまで降りていかなけ
ればならないのだ．
……（略）……．ちまたにあふれる情報に惑わされて
はいけない．みんなにとって何が大切かしっかり考えて
いかねばならない．すみれ会ならではの活動をしたい．
風林火山の山ではないが，動かざること山のごとしとい
きたい．（No.402，p.４）
今回の自立支援法による「すみれ会」運営体制の改組，
若い会員の入会，役員の世代交代など，「すみれ会」30年
余の中でこれほど大きな変化が生じた時期は初めてであ
ろう．この変化を余儀なくされる時期だからこそ，「すみ
れ会」の原点を忘れてはならないことを忠告していると
考える．
以上のことから，これからの障害者自立支援法下にお
ける時代に，地域活動を展開する精神障害者セルフヘル
プ・グループのあり方は，①権利を求め続け，②見えな
い欠格事項という呪縛からの解放させることの出来，③
地域で共に，時代の流れと共に，生きていけ，④人を社
会資源として活用することの出来，⑤原点を重要視する
精神障害者セルフヘルプ・グループであると考える．
謝辞
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註
１)リカバリー；M.Raginsは，精神病の症状を見るのでは
なく，病気を持ちながら，かけがえのない命を生き，社会に
生活し，再起して，自分の人生を歩むこと，そのような人の
存在全体を「リカバリー」と称している．（前田ケイ訳：ビ
レッジから学ぶ リカバリーへの道 精神の病から立ち直
ることを支援する．p.9，金剛出版，2005）
２)最近の動向；精神保健福祉白書編集委員会編：精神保健
福祉白書2006年度版 転換期を迎える精神保健福祉．東
京：中央法規出版，2006の第１部トピックス（pp.11-33）
より．
３)すみれ会便り；「すみれ会便り」は毎月１回10日発行さ
れており，本研究は2002年４月（No.345）から2007年１
月（No.402）の58冊を標本とする．Ｂ５サイズで両面印刷
16ページの規格である．表紙に続いて２ページには先月の
主な活動報告（概ね例会報告），３ページ以降には会員によ
る投稿文が盛り込まれ，最後は会計報告および編集後記で
結ぶ構成である．投稿内容は自由であり，活動報告，研究会
参加報告，思い，詩，占いなど幅広い．
４)エスノグラフィー；本研究はエスノグラフィ （ー民族誌）
という研究手法を補助的に活用する．単純に表現すると，自
分たちとは異なった文化を自分で見聞きした資料によって
記述する営みだと考える．エスノグラフィーでは，ある人間
集団を理解するには研究者がその集団に入り日常生活を観
察する必要があり，理想的には，研究者がその集団の中に入
り生活を共にするのが望ましいと，という考え方が前提に
なっている．（大滝純司監訳：質的研究実践ガイド 保健・
医療サービス向上のために．p.35，医学書院，2001）
５)横式多美子氏；すみれ会創設期から関わり，初代すみれ
会会長．1981年 STV「サンデー九」にて実名を公表し素顔
を出した．それは精神障害当事者が公共電波で精神障害者
問題を道民に広く知らせた最初であった．また，同年，北海
道新聞にて精神障害者問題を１年間連載している（河野仁
志：精神障害者当事者組織の生成と展開の記録―すみれ会
小誌（1970-1994：札幌―，北海道大学教育学部紀要第65
号，p.253，1995）．本研究でも本人の意思を確認して実名で
記載している．
６)第三種郵便物制度；第三種郵便物とは，承認を受けた定
期刊行物で開封して郵送することが条件となっている．特
に心身障害者団体の発行する定期刊行物を内容とし発行人
から差し出されるものについては，割引（毎月３回以上発行
する新聞紙は50gまで８円，その他は15円）となってい
る．（ゆうびんホームページより http://www.post.
japanpost.jp/fee/simulator/kokunai/index.html）
７)社会福祉基礎構造改革；昭和26年の社会福祉事業法以
来大きな改正の行われていなかった社会福祉事業，社会福
祉法人，措置制度など社会福祉の共通基盤制度について，今
後増大・多様化が見込まれる国民の福祉需要に対応するた
めの改革．（中央法規出版編集部編：新版 社会福祉用語辞
典．東京：中央法規出版，p.222，2001）
８)健常者；世間では「障害者」への対語として「健常者」を
用いるが，健常の対比語は異常であるため，「健常者」とい
う表現は適切ではないと考えている．そのため，「障害」の
有無を表現する描写をしている．
９)烙印（スティグマ）；英和辞典では（新英和辞典第６版，
研究社，1994）汚名，恥辱などの言葉が見られる．スティグ
マ研究で著名なゴッフマンは「他の人々とは異なる属性，そ
れも望ましくない種類の属性，欠点，短所，ハンディキャッ
プ」と定義している．（E.Goffman“Stigma:note on Man
 
agement of Social Identity”pp.12-13，石黒毅訳；スティ
グマの社会学―烙印を押されたアイデンティティ，せりか
書房，pp.11-12，1987）
10)「全国精神障害者団体連合会（全精連）」；全国各地で活躍
していた精神障害者セルフヘルプ・グループが団結し1993
年に発足され，2002年４月，NPO法人の正式認可を受け
た．定款には「精神障害者が自ら中心となって，不特定かつ
多数の精神障害者に対するピアカウンセリング，福祉サー
ビスの利用援助・相談，人権擁護の理念の普及・啓発・教育
等に関する事業を行い，保健，医療，福祉の増進並びに人権
の擁護，自助自立の推進に寄与」し，それに必要な「調査研
究，情報の収集・提供，会報や印刷物の発刊などの事業を行
う」とされ，公益団体としての役割をより明確にしている．
また，２年毎に都道府県で行われる大会の開催がある．（上
野武治；精神障害当事者運動の意義．精神障害とリハビリ
テーション Vol.8 No.2：130-132，2004）
11)第８回全国精神障害者団体連合会福岡大会資料，p.3よ
り．
12)福祉制度を悪用し，喰いものにする事件；例えば，知的障
害を持つ従業員への雇用助成金を搾取した水戸アカス事件
（1996）など．
13)例えば，当事者の立場から「小山内美智子：素肌で語り合
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